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都市農地保全推進自治体協議会

昭 島 市
市長： 北川 穰一
【ふれあい農業の推進】

市民農園「マイファームあきしま」や、農業体験教室「親
子米つくり教室」、田畑を市民と巡る農ウォークなどの施
策を行うことで、市民が農業とふれあう場を積極的に提
供しています。



都市農地保全推進自治体協議会

あ き る 野 市
市長： 臼井 孝
【地産地消型農業の推進】

地元野菜などの収穫体験と郷土料理の試食などを行う
『あきる農を知り隊（農ウォーク）』の実施や、小・中学校給食
へ地元の旬野菜を提供し、消費者と農業者の信頼関係を深
めています。

郷土料理の試食 小学校での食育農家からの説明



都市農地保全推進自治体協議会

足 立 区
区長：近藤 やよい
【農業ボランティアの育成】

高齢化や担い手不足の農家経営支
援のため、農作業のお手伝いをした
い区民を募集し、農家などでの実習、
講義により農業ボランティアとして養
成し、登録者を希望する農家へ派遣
しています。

(Ｈ24派遣実績＝延1,271人)



都市農地保全推進自治体協議会

板 橋 区
区長：坂本 健
【志村みの早生大根の復活に向けて】

志村みの早生（わせ）大根は、一度姿を消し
てしまった江戸東京野菜のひとつです。
板橋区は、この伝統野菜復活への取り組み
を支援し、板橋ブランド野菜として、定着する
ことを目指していきます。



都市農地保全推進自治体協議会

市長：髙橋 勝浩

【稲城市ｲﾒｰｼﾞｷｬﾗｸﾀｰ「稲城なしのすけ」】

稲 城 市

ｶﾞﾝﾀﾞﾑ等のﾒｶﾆｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝを手掛けた稲城市在住の大河原邦
男氏と、ﾏﾙﾁｸﾘｴｰﾀｰ井上ｼﾞｪｯﾄ氏のｺﾗﾎﾞにより誕生しました。
特産の梨をﾓﾁｰﾌにした梨型ﾒｶです。稲城市の魅力をPRする
ために活躍しています。



都市農地保全推進自治体協議会

区長：多田 正見

【江戸川は花と野菜のゆめ産地】
６７万区民が生活する江戸川区。
大都市の中で、都内第１位の生産量を誇る「小松菜」と「東
京の花どころ」と言われる花卉栽培が盛んで、産業の一躍を
担っています。

江 戸 川 区



都市農地保全推進自治体協議会

市長：竹内 俊夫

【市内産農産物の利用】

青 梅 市

青梅市は、中山間地から市街地まで様々な農地が存在する
ため、栽培される農産物も多種多様であるのが特色です。
これら市内産農産物は、市街地のレストラン等でも積極的に
使用されており、食を通じた都市住民とのつながりが広まって
います。



都市農地保全推進自治体協議会

区長：松原 忠義

【大田区野菜と花の品評会】

区内農業者による品評会を実施し
ています。あわせて、区民農園や家
庭菜園の野菜自慢、農業パネル展
示、段ボール堆肥等のミニ講座、区
内の野菜を使った料理の紹介と試食
なども行い、農業への理解を深めて
います。

大 田 区



都市農地保全推進自治体協議会

区長：青木 克德

【農業体験農園】

葛 飾 区

区内初となる農業体験農園が今年8月に開園予定。6月
中旬より30区画の利用者を募集中です。新たな都市農
業のあり方に多くの区民から関心が寄せられています。

大春農園（だいはるのうえん）

所在地：西水元３－１９
園主：大畑一郎
区画・面積等：1区画約30㎡ 30区画
利用料金：1区画 45,000円（年間）



都市農地保全推進自治体協議会

市長： 渋谷 金太郎

【農商工連携】

農業者と商業者が連携し、都内随一の生産量を誇る清瀬
産にんじんを活用した様々な商品が考案され人気を集めて
います。この商品は、清瀬の特産品を販売するひまわり市
でも販売され、清瀬の産業振興に貢献しています。

清 瀬 市



都市農地保全推進自治体協議会

市長：佐藤 一夫

【活き活き都市農業推進事業】

国 立 市

用水や崖(がい)線(せん)の環
境を整備するとともに、加工施
設の設置や農産物のブランド
化により地産地消を推進します。
また、農の拠点施設の設置、
イベントの開催等で農家と市民
をつなぎ、農業支援を行ってい
きます。

 



都市農地保全推進自治体協議会

市長：稲葉 孝彦

【市内農家を巡る農ウォークを開催】

小 金 井 市

市民の皆さんと一緒にキウイフ
ルーツ、シクラメン、野菜を栽培
する農家を歩いて見学しました。
キウイの果実酒の試飲、ラッカセ
イやサトイモの収穫体験も行い、
都市農業を身近に体験しました。



都市農地保全推進自治体協議会

市長：星野 信夫

【国分寺市市民農業大学と援農ボランティア制度】

国 分 寺 市

市民と農業者の交流の場として，
平成４年より市民農業大学を開
設。21年間で834名が修了。市民
農業大学の課程で援農ボラン
ティアを養成し、市内農家に紹介。
現在、80名が国分寺農業の応援
団として活躍中。



都市農地保全推進自治体協議会

市長：小林 正則

【小平産野菜を使用した夏野菜カレーの日】

小学校給食の地場産野菜導入促進の
ため、昨年７月、市内全１９校で、夏野菜
を使ったカレーに献立を統一
する取り組みを行いました。
平成２４年度の小学校給食
における利用率は２１．１％
に達しました。

小 平 市



都市農地保全推進自治体協議会

市長：高橋 都彦

【農業ウォッチングラリー及び体験農園】

狛 江 市

JAマインズ狛江青壮年部と共催で、
都市農業への理解を目的に７月に開
催。また、手軽に農業に親しみたいと
いう市民ニーズに対応するため、農家
から技術指導を受けられる２カ所目の
体験農園を設置予定。



都市農地保全推進自治体協議会

区長：田中 良

【都市農地を守ろう！農地活用懇談会の設置・運営】

杉 並 区

新鮮・安全・おいしい野菜の産地だけでなく、やすらぎと潤いを
与え、心のオアシスとして見直されている都市農地。まちの貴
重な財産として、いつまでも残したい！このような想いを託して、
農地活用懇談会を設置し、都市農地の課題を検討します。



都市農地保全推進自治体協議会

区長：保坂 展人

【「農の風景育成地区」喜多見四・五丁目地区】

世 田 谷 区

「農の風景育成地区」は東京都が緑保全制度の一つとして
創設したものです。今回指定された喜多見四・五丁目地区
は、農地だけでなく寺や神社等の保存樹林地、古墳などの
史跡も点在し、農の風景が残っている地区です。今後は産
業労働局の補助制度を活用し、農業振興･農地保全とともに、
農を活かしたまちづくり等の取り組みを進めていきます。



都市農地保全推進自治体協議会

市長：清水 庄平

【ファーマーズセンターみのーれ立川】

立 川 市

市内産の農畜産物や加工品、特産
品の販売のほか、立川情報の発信
や市民交流の場を持つ、農・商・
工・観の連携を推進する多機能施
設です。



都市農地保全推進自治体協議会

市長： 阿部 裕行

【 ふれあい農業推進事業 体験農業 】

子供たちが農作物の栽培過程の一部を体験し、農業への関
心を深め、農業の大切さを知ってもらうことを目的として、農業
委員会と市内児童館の共催で実施しています。

多 摩 市



都市農地保全推進自治体協議会

市長：長友 貴樹

【特産物の推進】

ＪＡマインズ調布・神代地区の青壮年部が立ち上がり，市内
産の野菜を使い、それぞれの個性を生かした「調布野菜カ
レー」と「調布の農家がこだわったカレー」の２品を誕生させま
した。

調 布 市

調布地区青壮年部 神代地区青壮年部



都市農地保全推進自治体協議会

区長：田中 大輔

【中野区親子農園事業】

１８歳未満の子どもと同居する世
帯を対象に、昭和４４年から開始。
貸出区画１５１区画（１区画９．９
㎡）。親子が自然に親しみ、青少
年の健全育成を目指しています。

中 野 区

中野区親子農園所在地
（白鷺２－１４）



都市農地保全推進自治体協議会

市長：丸山 浩一

【都市と農業が共生するまちづくり事業を展開中です】

「農のアカデミー」「緑のアカデミー」「花摘みの丘」「蔵の里」
等、市民が市内の農業の魅力を知り、農業・農地への理解を
深める事業を行っています。

西 東 京 市



都市農地保全推進自治体協議会

区長：志村 豊志郎

【農とのふれあいの推進】

練 馬 区

都市住民が、農とふれあうこと
を通じて、都市農業に対する理
解を深めてもらうため、農園運
営や様々な農業イベントを実施
しています。過去５年間で延べ
40,000人以上の方が練馬の農
地で農とふれあいました。

＜練馬大根引っこ抜き競技大会＞



都市農地保全推進自治体協議会

市長：石森 孝志

【はちおうじ農業塾の開講】

平成２３年度から「はちおうじ農業塾」を開講し、２年間の農
業研修を実施することで、農作業の知識や技術を身につけま
す。卒業生は遊休農地解消を目的とした農家直営農園の利
用者や、今後取り組みが望まれる、農作業受委託制度の担
い手として結びつけていきます。

八 王 子 市 



都市農地保全推進自治体協議会

市長： 並木 心

【水田のチューリップ】

市内唯一の水田｢根搦み前水田｣では、秋の稲刈りが終わ
ると、裏作を利用し、ボランティア等の協力を得て、約40万
球のチューリップを植付け、関東最大級を誇るチューリップ
畑となり、４月の｢はむら花と水のまつり｣において、観光の
目玉となっています。

羽 村 市



都市農地保全推進自治体協議会

市長：馬場 一彦

【地場農産物活用事業】

東 久 留 米 市

東久留米市の特産で幻の柳久保小麦を使
用した乾麺「柳久保うどん」を平成２５年度も
発売してます。柳久保小麦の独特な香りが
口いっぱいに広がり、美味しいと好評を得て
います。



都市農地保全推進自治体協議会

市長：渡部 尚

【地産地消】

久米川駅北口イベント広場にて朝市「マルシェ久米川」を毎
月第３日曜日に定例開催。市内産農産物を始め、それらを原
料とした加工品を販売し、市民の好評を得ています。

東 村 山 市



都市農地保全推進自治体協議会

市長：尾崎 保夫

【第2回グルメコンテスト うまかんべぇ～祭】

市内で生産される農産物等
の使用を出店条件とし、市内
農業のPRや地産地消の推進
をあわせたグルメコンテストを
開催しました。会場では、農業
者による農産物の直売も行わ
れ大好評につき完売となりま
した。

東 大 和 市



都市農地保全推進自治体協議会

市長： 大坪 冬彦

【日野市立七ツ塚ファーマーズセンター】

七ツ塚ファーマーズセンターが昨年１０月にオープン。農業
の発信拠点として、農の学校や農業体験などによる交流事業
を行い、併設する店舗では農産物や加工品を販売しています。

日 野 市



都市農地保全推進自治体協議会

町長：橋本 聖二

【地産地消型農業の推進】

作り手の顔が見える新鮮で安全な地元農産物の販売や地元
加工品の販売を促進し、農業者の生産意欲の向上「地産地
消」を根幹とした農業の維持、振興を図っていきます。

日 の 出 町



都市農地保全推進自治体協議会

市長： 高野 律雄

【都市農業のＰＲ】

広く市民に都市における農地や農業の役割について感じて
もらえるよう、野菜の栽培から花の栽培まで、幅広い農業体
験事業を展開しています。また、農業まつり等を通じ、市民と
農業者のふれあいの場を提供しています。

府 中 市



都市農地保全推進自治体協議会

市長：加藤 育男

【福の生まれるまちから「はっ！ぴー☆ナッツ」

落花生を市の特産品に！】

福 生 市

落花生の特産品化に力を入れています。昨年秋にJA直
売所で実施した「落花生祭り」には500人もの方が来店し、
用意した落花生が５分で完売するほどの盛況ぶりでした。
今後も市民を巻き込んだ取組みを実施していきます。



都市農地保全推進自治体協議会

市長：石阪 丈一

【農地あっせん事業】

市内の市街化調整区域にある
遊休化した農地を町田市が仲介、
あっせんし、新たな耕し手に貸付
する「農地あっせん事業」を行っ
ています。

町 田 市



都市農地保全推進自治体協議会

町長： 石塚 幸右衛門

【農地の保全と担い手の確保】

瑞 穂 町

施工前

施工後

瑞穂町では東京都と連携し、平成24
年度に「人・農地プラン」を策定し、青
年就農給付金事業の実施や、農地リ
フレッシュ再生事業などにより新規就
農者が町に定着して農業が出来るよ
う積極的に取り組み支援しています。



都市農地保全推進自治体協議会

市長：清原 慶子

【みたかのおみやげ部門「第1回TAKA-1

（みたかセレクトONE）」】事業

三 鷹 市

三鷹産農産物を材料とするなどの三鷹の魅力的
な商品を「みたかのおみやげ」と認定し、広くPR
することで、地域ブランドの構築と６次産業化を推
進しています。

みたかラスク

キウイフィナンシェ

TAKA-1販売コーナー三鷹キウイワイン



都市農地保全推進自治体協議会

市長： 邑上 守正

【武蔵野の“農”風景に写ッター！】

フォトコンテスト

農業を身近に感じてもらいたいと、
市内に残る農家の屋敷林や市民
農園での農作業風景などの写真を
公募し、撮影場所の地図とともに
展示しています。

武 蔵 野 市

↑市長賞受賞作品
｢ｳﾝﾄｺｼｮ!ﾄﾞｯｺｲｼｮ!｣
（北町市民農園）



都市農地保全推進自治体協議会

市長：藤野 勝

【東京でみかん狩り】

都内でみかん狩りができます。
狭山丘陵の南斜面にみかん園
が６カ所あり、皮が薄く、糖度と酸
味が程よい品種の「宮川早生」の
もぎとりが１０月下旬頃から楽しめ
ます。

武 蔵 村 山 市



都市農地保全推進自治体協議会

区長：青木 英二

【農産物品評会】

区内の農家で生産された農産物の
品評会を、夏と秋の２回行っています。
少ない生産量ですが、丹精込めて作
られた野菜や果物が出品され、その
後の即売を楽しみに待っている区民
の方々に喜ばれています。

目 黒 区


